
ＪＡきたみらい

2024

vol.256 5

特
集

第21回
きたみらい農業協同組合
通常総代会
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第
21
回

  

き
た
み
ら
い
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　

    
通
常
総
代
会

小学生になって、社交的に
　

周
囲
の
畑
で
は
慌
た
だ
し
く
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど

が
走
り
回
っ
て
い
た
５
月
１
日
、
春
の
風
が
吹
き
つ

け
て
肌
寒
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
日
、
相
内
地
区

に
あ
る
畑
中
さ
ん
の
お
宅
へ
伺
う
と
、
お
父
さ
ん
の

優
太
さ
ん
に
続
い
て
長
女
の
英
茉
ち
ゃ
ん
が
出
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
４
月
に
ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
と
な
っ
た
英

茉
ち
ゃ
ん
。
取
材
を
す
る
た
め
、
質
問
を
投
げ
か
け

る
と
恥
ず
か
し
そ
う
に
優
太
さ
ん
の
後
ろ
に
隠
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
少
し
人
見
知
り
な
性
格
で
す
が
、

小
学
生
に
な
る
と
社
交
性
も
身
に
付
い
て
き
て
、
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
友
人
が
相
手
で
も
し
っ
か
り

話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
成
長
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
学
校
の
授
業
で
は
図
工
が
大
好
き
！
ち
ぎ
り
絵

で
は
上
手
に
森
を
作
っ
た
そ
う
で
す
。
給
食
は
毎
日

の
楽
し
み
で
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が
出
て
く
る
日
は
テ

ン
シ
ョ
ン
Ｍ
Ａ
Ｘ
で
す
！
児
童
館
で
取
り
組
ん
で
い

る
縄
跳
び
の
後
ろ
飛
び
検
定
も
合
格
し
ま
し
た
。

　

英
茉
ち
ゃ
ん
の
名
前
は
、
色
々
な
国
の
人
に
も
親

し
み
や
す
い
よ
う
に
と
願
い
を
込
め
て
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
カ
タ
カ
ナ
も
検
討
し
ま
し
た
が
、
家
族
会

議
の
結
果
、
漢
字
を
採
用
し
た
と
お
母
さ
ん
の
エ
リ

子
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

優
太
さ
ん
と
エ
リ
子
さ
ん
は
「
大
き
く
な
っ
て
も

健
康
で
周
囲
に
優
し
い
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

英
茉
ち
ゃ
ん
、
楽
し
い
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を

送
れ
た
か
な
？

【ご家族紹介】
英茉ちゃん(６)、お父さんの優太さん(31)
作付内容：水稲を作付けしています。
この日、ご家族は不在のため英茉ちゃんに似顔絵を描いてもら
いました！

全国への安定供給を
　　　　　目指して
～玉ねぎ定植、順調に進む～
　当ＪＡ管内では４月中旬、各作物
の定植作業が進む中、玉ねぎの定植
作業もスタートしました。
　今年度、約13.5㌶の作付けを予定
しているきたみらい玉葱振興会副会
長の桜井慎一さんは16日から定植作
業を開始しました。２月の播種後、
順調に生育した極早生品種や早生品種などの苗が手際よ
く移植機に積み込まれ、次々と圃場に植付けられていき
ました。
　桜井さんは「３月は気温が低く苗の状態を心配したが、
４月の好天により順調に生育した。昨年は降雹や猛暑な
ど厳しい天候が続いたが、今年こそは豊穣の秋を迎え、
振興会一丸となって全国に高品質な玉ねぎを安定供給で
きるよう、取り組んでいきたい」と話しました。
　当ＪＡ管内の玉ねぎ作付面積は約4,600㌶、収穫量は
27万1,000㌧を見込んでおり、定植は５月中旬ごろまで
続く予定となっています。

▲移植機に苗を積み込む様子
◀植付けが進む桜井副会長の圃場
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特 集
全
11
議
案
承
認
さ
れ
第
６
次
地
域
農
業
振
興
方
策
決
め
る

～
第
21
回
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
　
通
常
総
代
会
を
開
催
～

▲報徳善行賞を受賞した本田さん(温根湯)

▲議長を務めた黒河さん(訓子府・左)と
　河野さん(置戸・右)

▲議案に挙手で賛成を表明する総代のみなさん

▲「乳牛改良の部」で宇都宮賞を受賞した吉野さん（北見）

▲開会挨拶を述べる大坪組合長

　

総
代
会
の
開
催
に
先
立
ち
、
北
海
道
報

徳
社
よ
り
健
全
な
農
業
経
営
の
構
築
な
ど

長
年
の
功
績
を
称
え
て
報
徳
善
行
賞
を
本

田
信
幸
さ
ん
（
温
根
湯
）
、
第
56
回
宇
都

宮
賞
「
乳
牛
改
良
の
部
」
で
共
進
会
史
上

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
４
月
９
日
、
北
見
市
の
ホ
テ
ル
黒
部
で
第
21
回
通
常
総
代
会
を
開
き
、
総

代
３
５
８
人
（
本
人
１
６
６
人
、
代
理
２
人
、
書
面
議
決
１
９
０
人
）
が
出
席
し
ま
し

た
。
提
出
し
た
11
議
案
全
て
が
可
決
さ
れ
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

初
の
上
位
２
受
賞
な
ど
が
評
価
さ
れ
宇
都

宮
賞
を
吉
野
英
之
さ
ん
（
北
見
）
が
受
賞

し
、
大
坪
広
則
組
合
長
よ
り
賞
状
や
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
代
会
開
会
に
あ
た
り
大
坪
組
合
長
は

「
農
業
や
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
２
０

２
４
年
の
物
流
問
題
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
お
り
、
働
き
方
改
革
関
連
法
の
も
と
、

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
に
よ
っ
て
２
０

３
０
年
に
は
道
内
の
貨
物
総
量
の
お
よ
そ

40
％
が
運
搬
で
き
な
い
と
試
算
さ
れ
て
い

る
が
、
関
係
機
関
に
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら

問
題
解
決
に
向
か
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

昨
年
、
当
Ｊ
Ａ
は
合
併
20
周
年
を
迎
え
、

改
め
て
組
合
員
と
Ｊ
Ａ
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
を
再
確
認
し
た
。

持
続
可
能
な
魅
力
あ
る
農
業
の
実
現
に
は

生
産
現
場
に
も
大
き
な
変
化
が
求
め
ら
れ

る
が
、
第
６
次
地
域
農
業
振
興
方
策
の
実

践
に
よ
っ
て
、
組
合
員
の
期
待
に
応
え
、

地
域
か
ら
選
ば
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
５
年

産
を
振
り
返
っ
て
「
平
年
を
上
回
る
３
月

の
暖
か
さ
で
融
雪
が
順
調
に
進
み
、
植
え

付
け
作
業
は
順
調
に
進
ん
だ
が
、
７
月
の

記
録
的
な
猛
暑
の
影
響
で
大
気
が
不
安
定

と
な
り
、
度
重
な
る
集
中
豪
雨
、
一
部
の

地
域
で
は
降
雹
の
被
害
も
あ
り
各
作
物
の

茎
葉
に
損
傷
被
害
が
あ
り
、
廃
耕
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
圃
場
が
多
く
発
生
し
、
総
じ

て
品
質
面
に
課
題
を
残
す
年
産
と
な
っ
た
。

酪
農
情
勢
に
お
い
て
も
粗
飼
料
は
平
年
以

上
の
品
質
・
量
が
確
保
で
き
た
が
、
飼
料

価
格
の
高
止
ま
り
や
資
材
コ
ス
ト
の
上
昇
、

生
乳
生
産
の
抑
制
も
あ
り
、
先
行
き
が
見

通
せ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
大
変
厳

し
い
状
況
下
で
あ
っ
た
が
、
組
合
員
の
懸

命
な
努
力
と
系
統
の
結
集
に
よ
っ
て
農
畜

産
物
の
安
定
供
給
に
努
め
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
し
て
い
る
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
２
名
の
議
長
（
訓
子
府
地

区
の
黒
河
潤
さ
ん
と
置
戸
地
区
の
河
野
由

文
さ
ん
）
を
選
任
し
議
案
審
議
に
入
り
ま

し
た
。
定
款
や
総
代
選
挙
規
程
の
一
部
変

更
や
令
和
５
年
度
事
業
報
告
・
剰
余
金
処

分
案
、
令
和
６
年
度
事
業
計
画
な
ど
11
件

の
議
案
が
審
議
さ
れ
原
案
通
り
可
決
決
定

し
ま
し
た
。

　

事
業
報
告
で
は
、
令
和
５
年
度
の
農
畜

産
物
販
売
取
扱
実
績
は
計
画
比
21
・
０
％

増
の
５
２
１
億
60
百
万
円
と
報
告
さ
れ
、

令
和
６
年
度
の
農
畜
産
物
販
売
取
扱
高
は

４
９
６
億
43
百
万
円
と
す
る
事
業
計
画
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
齊
藤
専
務
の
閉
会
挨
拶
の
後
、

午
後
２
時
24
分
に
全
日
程
を
終
了
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
参
与
に
は
新
た
に
今

部
直
恒
さ
ん
（
留
辺
蘂
）
、
清
井
裕
貴
さ

ん
（
訓
子
府
）
、
島
貫
昌
代
さ
ん
（
訓
子

府
）
、
大
丸
裕
之
さ
ん
（
上
常
呂
）
、
桜

井
恵
里
子
さ
ん
（
端
野
）
の
５
人
が
選
任

さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

総
代
か
ら
の

　
　  

質
問
・
意
見

議
案
第
４
号

・
事
務
所
建
設
等
準
備
積
立
金
の
設

　

定
方
法
と
内
容
及
び
再
編
方
法
に

　

つ
い
て

議
案
第
６
号

・
ク
ミ
カ
ン
取
引
か
ら
見
た
経
営
収

　

支
の
表
示
方
法
に
つ
い
て

・
特
販
事
業
の
実
施
目
的
に
つ
い
て

・
当
期
末
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て

議
案
第
７
号

・
第
６
次
地
域
農
業
振
興
方
策
並
び

　

に
中
期
経
営
計
画
の
営
農
モ
デ
ル

　

を
も
と
に
し
た
賦
課
金
の
徴
収
方

　

法
に
つ
い
て

・
東
京
事
務
所
の
業
務
内
容
及
び
そ

　

の
発
信
に
つ
い
て

・
Ｊ
Ａ
の
監
査
業
務
に
対
す
る
要
望

　

に
つ
い
て

議
案
第
９
号

・
賦
課
金
の
設
定
に
つ
い
て

そ
の
他
要
望

・
農
産
・
青
果
物
取
扱
要
領
の
策
定

　

内
容
に
つ
い
て

参
与
紹
介

西地域
留辺蘂地区

今部 　直恒

南地域
訓子府地区

清井 　裕貴

南地域
訓子府地区

島貫 　昌代

東地域
上常呂地区

大丸 　裕之

東地域
端野地区

桜井 恵里子
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〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部
西
支
部
〜

災
害
時
に
備
え
、備
蓄
品
に
つ
い
て
学
ぶ

良
い
の
だ
ろ
う
？
」
と
題
し
て
、
災
害

時
に
必
要
な
備
蓄
品
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
非
常
時
に
必
要
な
持
ち

出
し
品
の
種
類
や
数
量
に
つ
い
て
学
び
、

部
員
が
自
宅
で
常
備
し
て
い
る
備
蓄
品

を
持
ち
込
ん
で
情
報
共
有
を
行
い
ま
し

た
。

　

同
支
部
の
庄
司
明
美
支
部
長
は
「
研

修
会
を
通
じ
て
備
蓄
品
の
必
要
性
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

で
必
要
な
備
蓄
品
を
用
意
し
、
緊
急
時

に
不
便
が
な
い
よ
う
日
常
的
に
意
識
で

き
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部
西
支
部
は

４
月
11
日
、
留
辺
蘂
地
区
事
務
所
に
て

部
員
交
流
研
修
会
を
開
催
し
、
部
員
15

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
相
内
・
留
辺

蘂
・
温
根
湯
の
部
員
が
研
修
会
を
通
じ

て
意
見
を
交
わ
し
、
交
流
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
例
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
会
は
、
北
見
市
が
市
の

職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
無
料
で

出
前
講
座
を
行
う
「
ミ
ン
ト
宅
配
便
」

を
利
用
し
ま
し
た
。
講
師
に
北
見
市
防

災
協
会
の
木
村
秀
樹
氏
を
招
き
、
「
防

災
用
品
と
し
て
何
を
準
備
し
て
お
く
と

▲情報共有する様子

▲備蓄品の説明を受ける部員

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
西
支
部
〜

家
畜
排
せ
つ
物
か
ら
Ｂ
Ｓ
資
材
を
製
造
す
る

環
境
大
善(

株)

を
視
察

お
り
、
部
員
は
驚
い
た
様
子
で
見
学
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
牛
の
尿
を
使
っ
て
商
品
製

造
に
至
っ
た
経
緯
や
、
Ｂ
Ｓ
資
材
「
土

い
き
か
え
る
」
の
研
究
結
果
や
消
臭
液

「
き
え
～
る
」
の
説
明
を
受
け
、
参
加

者
か
ら
は
「
ど
の
く
ら
い
保
存
で
き
る

の
か
」
な
ど
様
々
な
質
問
が
挙
が
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
は
同
社
の
窪
之
内
社
長
ら
と

青
年
部
員
で
懇
親
会
も
行
い
、
活
発
な

意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
西
支
部
は

４
月
３
日
、
端
野
地
区
に
あ
る
環
境
大

善
株
式
会
社
で
学
習
会
を
行
い
、
部
員

21
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
未
利
用
バ
イ
オ
マ
ス
で
あ
る

牛
の
尿
か
ら
、
土
壌
微
生
物
な
ど
の
活

性
化
を
促
す
Ｂ
Ｓ
（
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ

ュ
ラ
ン
ト
）
資
材
や
消
臭
液
の
製
造
を

行
っ
て
い
ま
す
。
学
習
会
で
は
は
じ
め

に
一
次
処
理
を
し
た
原
料
の
貯
水
槽
を

視
察
。
工
場
が
住
宅
街
に
あ
る
た
め
、

臭
い
の
し
な
い
状
態
ま
で
処
理
さ
れ
て

▲貯水槽を見学

▲窪之内社長から説明を聞く部員

４
期
生
を
迎
え
、今
年
度
も
実
習
開
始

　

４
月
か
ら
新
た
に
２
人
の
４
期
生
を

迎
え
た
当
Ｊ
Ａ
の
外
国
人
技
能
実
習
生

11
人
と
特
定
技
能
１
号
の
１
人
は
、
４

月
か
ら
農
作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

昨
年
同
様
、
春
に
は
玉
ね
ぎ
や
て
ん

菜
の
補
植
作
業
を
行
い
、
夏
に
は
サ
ラ

タ
マ
や
ペ
コ
ロ
ス
の
収
穫
作
業
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。
日
本
語
も
上
達
し
、

組
合
員
や
Ｊ
Ａ
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
も
積
極
的
に
図
り
な
が
ら
一

生
懸
命
作
業
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
19
日
は
訓
子
府
地
区
で
馬
鈴
し

ょ
の
被
覆
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
寒
い

な
か
、
作
業
に
難
航
し
な
が
ら
も
、
と

て
も
元
気
に
声
を
掛
け
合
っ
て
作
業
し

て
い
ま
し
た
。

　

５
月
か
ら
は
玉
ね
ぎ
の
補
植
作
業
を

行
う
予
定
で
す
。

　

今
後
も
実
習
生
た
ち
は
組
合
員
圃
場

や
Ｊ
Ａ
施
設
な
ど
様
々
な
場
所
で
作
業

し
、
技
術
習
得
や
語
学
力
向
上
に
励
ん

で
い
き
ま
す
。

▲▼被覆作業を行う実習生ら

け
を
約
10
㌶
予
定
し
て
お
り
、
４
月
30

日
か
ら
作
業
を
始
め
ま
し
た
。
安
達
さ

ん
は
今
年
度
の
営
農
に
向
け
て
「
昨
年

度
は
高
温
に
よ
る
病
害
の
発
生
や
干
ば

つ
、
大
雨
な
ど
が
あ
り
厳
し
い
状
況
が

続
い
た
。
今
年
度
は
作
物
に
と
っ
て
好

天
が
続
き
、
高
品
質
、
高
収
量
に
な
る

よ
う
作
業
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今

年
度
、
き
た
み
ら
い
管
内
全
体
で
は
約

２
，
７
５
０
㌶
の
作
付
け
、
取
扱
量
は

約
16
万
㌧
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

き
た
み
ら
い
管
内
で
は
、
て
ん
菜
の

移
植
作
業
が
４
月
下
旬
か
ら
開
始
し
ま

し
た
。
今
年
は
春
先
の
気
温
が
上
が
り

雪
解
け
も
順
調
に
進
み
、
地
域
ご
と
に

差
は
あ
っ
た
も
の
の
例
年
並
み
の
ス
タ

ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

端
野
地
区
で
玉
ね
ぎ
、
て
ん
菜
、
春

小
麦
、
秋
小
麦
を
約
50
㌶
栽
培
す
る
安

達
賢
宏
さ
ん
は
今
年
、
て
ん
菜
の
作
付

好
天
が
続
き
豊
作
を
願
っ
て
、

　
　

 

て
ん
菜
移
植
作
業
順
調

▲移植作業を行う様子

▲苗の積み込み作業の様子
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相内地区・美園

林　　莉花ちゃん

（４歳）

れい か

 　　鞠花ちゃん

（１歳）

まり か

莉花ちゃん・鞠花ちゃんは林尚哉さん・有莉さん夫妻のお子さんです。

みらいプロジェクトチャンネル
vol.35

　前回は、リジェネレイティブ農業に取り組むためのステップについて紹介した。今回は、昨年

調査したＡ農場のＡ氏へのインタビュー調査から、『アハモーメント』とリジェネレイティブ農

業に取り組んでいる農業者の『マインドセット』とはどのようなものかを事例的に紹介したい。

アハモーメントとは、ひらめきの瞬間のことである。皆さんも経験があると思うが、今まで何気

なくみていたものや聞いたことがある話が、突如として『こういうことだったのか』と瞬間的に

理解し、心に響くような瞬間に出会うことがある。その瞬間の前後に、それまで見えていた風景

が全く違ったものに見えるような経験である。

　土の健康を作り上げることを目的とするリジェネレイティブ農業とは、いわゆる慣行農業とは

考え方が異なっている。その考え方を頭だけではなく、農業者それぞれが、アハモーメントを経

験して、自分のものとして理解し、そこからの実践を通じて、自分なりの考え方、マインドセッ

トを作り出していく。昨年調査した農業者の皆さんがこうした経験をしていた。

　今回は、そうした農業者の経験を彼らの言葉で綴ってみたい。Ａ氏はインディアナ州で有機農

業を行っている。経営面積は4,500エーカーというから約1,800ha。大豆、トウモロコシ、飼料作

物、麦類に加えて、カバークロップを利用した肉牛生産も行っている。この農場では父の代から

不耕起、カバークロップを利用してきたが、農薬を利用する慣行農業も行ってきた。その経営を

引き継いだＡ氏は、いくつかの出来事を経てリジェネレイティブ農業の旅に出ることになった。

　「バフェットフォンデーションによって最初に企画されたカバークロップのカンファレンス。

カバークロップについて理解し始めた当時、そのカンファレンスでDr. Jill Clapperton の話を

聞いた。そこで植物がいかに互いに会話しているのかという話を聞いた。最初は「一体何の話な

んだ」と理解できなかった。でもそこで動画を見せてくれた。植物の反応、ストレスが他の植物

と相互作用を持っている。これが考えを変えるきっかけになった。その夜に、ホテルのバーでパ

ネラーとして参加していたゲイブブラウン、デイブ・ブラント、レイ・アルチェレータ、リック

ヘイニー、他の何人かいたけど、彼らの間に入って色々と話をした。その夜が私の進路を変えた。

インテンシブなカバークロップ、常に緑を保っておくことが大切だと。たぶん、2011か2012年の

ことだった。」

　「オーガニックに取り組んだ最初の時（2017年）、パデュー大学などで全土12の農場で様々な

テストを行った。自分は、25年間不耕起で４種類のカバークロップを植えて土作りをしてきた圃

場と、カバークロップをしていない圃場、それと隣の慣行農家の圃場の土のテストを行った。カ

バークロップの畑は、有機物含量が25年前に２％だったものが４％になっていた。この地域は先

祖達が来たときには６～８％だったと言われているからそれと比較すると低いけどまあ良い数字。

団粒構造もノーカバークロップ、慣行のところよりも良かった。でも余り変わらなかった数値が

バイオロジカルの数字。なぜだろうか。カバークロップを枯らすためにグライフォセートを使っ

ていた。種も薬でコーティングされたものを使っていた。殺菌剤も使っていた。それらが生物性

の改善の制限要因になっている。その時にこれを止めることが必要だと認識した。」

　こうしたいくつかのアハモーメントを経てＡ氏はリジェネレイティブ農業に取り組んでいくこ

とになったのである。リジェネレイティブ農業に取り組む一人一人に、自分達のアハモーメント

があるのである。マインドセットについては次回。

リジェネレイティブ農業について（アハモーメント）
北海道大学大学院農学研究院　小林　国之

正反対の仲良し姉妹！
　林家の長女、莉花ちゃんはとっても恥ずかしがり屋さん！取材
に伺うと、お母さんの後ろにピッタリくっついて離れません。
　一方で、次女の鞠花ちゃんは取材に興味津々で近づいてきてく
れました！
　そんな２人はとっても仲良し！一緒にくっついてお絵描きした
り、莉花ちゃんが鞠花ちゃんをぎゅーっと抱きしめるなど、可愛
らしい様子をたくさん見せてくれました！
　莉花ちゃんが最近ハマっている遊びはぬり絵で、将来の夢は
ケーキ屋さんです。鞠花ちゃんはお姉ちゃんのまねっこにハマっ
ています。かわいいですね♡
　莉花ちゃんの名前はおじいちゃん、鞠花ちゃんの名前はお母さ
んが付けたそうです。
　将来は「明るい子に育ってほしい」とお母さんの有莉さんが話
してくれました。
　取材に頑張って答えてくれたり、一緒に風船で遊んでくれてあ
りがとう♡これからの成長を楽しみにしています！

なお や　　　　　ゆ り

きたみらい技能実習生

カオ カイン リンさん（19歳）

出身地：ベトナム（ベンチェ省）

役立つベトナム語講座

Ｑ趣味はなんですか?
　　旅行したり、映画を見たりすることです。Ｑ好きな日本語はなんですか?
　　漢字
Ｑ日本の好きな食べ物はなんですか?　　ラーメン
Ｑ北見に来て大変だったことはなんですか?　　冬になると寒くて、気温の変化に対応するのが　大変です。
Ｑ日本でやってみたいことはありますか?　　日本を全部旅行したり、日本の文化について活　動に参加したりしてみたいです。Ｑ色々な実習をしてみてどうでしたか?　　色んな事を経験でき、充実した日々を過ごせて　います。これからも新しい事にチャレンジしてい　きたいです。

　ご飯を食べたか確認するときに使うフレーズ「あなたは

ご飯食べたの？」はベトナム語で “エン アン コム チャ”

といいます。“エン”が「あなた」“アン”が「食べる」“コム”

が「ご飯」“チャ”が「まだ」を意味しています。
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農
業
用
廃
プ
ラ
回
収
の
ご
案
内

　本年の廃プラ回収につきまして、次の

日程で行います。受入日時・場所や排出

区分など確認の上、持ち込み願います。

　なお、未洗浄農薬空容器は再生処理が

できないため、洗浄済みのものと比べ約
10倍の処理費用が掛かります。空容器、

空袋は洗浄して排出をお勧めします。

　○受入区分

　・農ビ類　・農ポリ類
　・未洗浄農薬空容器
○受入時間

　・午前　９:00～12:00

　・午後　13:00～15:30

※当日の混雑状況はＪＡコネクトを通じ
　て都度、皆さんに配信します。混雑を
　避けるため、状況をご確認のうえ搬入
　を行っていただきます様、ご理解ご協
　力をお願い致します。

▲産業廃棄物運搬車の表示が義務化されております

※注意事項
●農耕用廃タイヤ、ビニールホー
　スの回収は秋に行います。

　当ＪＡは「令和５年度北海道信用事業優績Ｊ
Ａ」において総合表彰を受賞しました。
　表彰には５つある重点推進項目の部門ごとの表
彰と、それらを総合した総合表彰があります。当
ＪＡは令和３年度から３年連続の総合表彰となり、
４月15日、北海道信連の瀬戸専務より当ＪＡの大
坪組合長へ表彰状と副賞が手渡されました。

▲瀬戸専務（右）より表彰状を受け取った
　大坪組合長（左）

信用事業の
優績ＪＡとして表彰！！

　当ＪＡの令和６年度新採用職員８人は４月中旬
から５月上旬に毎年恒例の農家実習を行いました。
この実習の目的は、農作業を体験することでＪＡ
職員としての意識を高め、今後の業務に活かすこ
とで、今年度は玉ねぎやてん菜の苗運びや補植、
牛舎での作業などを行いました。実習を行った畜
産部畜産相談グループの佐藤峻職員は「初めての
経験がほとんどで大変なこともあったが、畜産に
ついて身に染みて学ぶことができた。実習で学ん
だ畜産業の実態を胸に刻み、組合員の皆様のため、
日々精進いたします」と意気込みを話しました。

▲仔牛にミルクをあげる佐藤職員

　端野町農業情報研究会は４月５日、創立30周年
の記念式典を当ＪＡ端野地区事務所で開催し、関
係者29人が出席しました。
　記念式典では、同研究会の松枝裕介会長が式辞
で「歴代会長をはじめとする歴代役員の努力、関係
者各位の手厚いご指導、ご協力で活発に活動でき
ていることに感謝したい。今後も簿記研修会や生産
費調査の継続だけではなく、ＩＣＴやロボット技術
関連にも積極的に関わりたい」と話しました。
　組織功労として、同研究会の松枝会長から５代目
会長の樅山馨さん、６代目会長の井上貴博さん、７
代目会長の加藤葵さんに感謝状が手渡されました。

▲松枝会長（左）から感謝状を受け取る加藤さん（右）

創立30周年を祝い、記念式典を開催
～端野町農業情報研究会～

　きたみらい酪農振興協議会は４月22日、当ＪＡ
訓子府地区事務所で第21回通常総代会を開催し、
代議員20人（内委任状３人）が出席しました。
　開会挨拶で同協議会の中島英樹会長は「飼料を
含めた資材高騰の影響や夏の猛暑による牛へのダ
メージなど酪農経営環境としては厳しさが続いて
る中、管内の生産量は82,866㌧となった。引き続
き、酪農経営環境の改善につながる情報収集や乳
製品のＰＲ活動など積極的に取り組みたい」と話
しました。
　議事では令和６年度事業計画及び収支予算案な
ど議案４件が可決されました。役員改選では中島
英樹さんを会長に再任しました。

▲決意を述べる中島会長（右）

きたみらい酪農振興協議会
中島英樹会長を再任
～第21回通常総代会開催～

日　程 受入場所

西相内　　　　　　　

小麦乾燥調製貯蔵施設

６月６日（木）

６月７日（金）

６月13日（木）

６月14日（金）

きたみらいジュニアホルスタインクラブでは、

酪農に興味のある小学1年生～高校3年生が集まり、

毎年楽しい交流会や共進会への参加などの活動を行っています！

現在、置戸14名・訓子府8名・上常呂2名・相内2名・北見5名の合計31名(R6年３月31日時点の会員数)

で活動しており、今年もたくさんの楽しい行事を企画しています！

興味のある方、加入希望の方は下記事務局までご連絡ください。多くの方の加入をお待ちしています！

新採用職員、
今年度も農作業に奮闘！
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外
国
人
技
能
実
習
生（
４
期
生
）の
ご
紹
介

外
国
人
技
能
実
習
生（
４
期
生
）の
ご
紹
介

　
令
和
６
年
４
月
よ
り
営
農
振
興
部
担
い
手
グ
ル
ー
プ
に
配
属
さ
れ
た

ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習
生
２
人
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今年も植付けや収穫など農作業を行い、悪天候時は日本語の勉強などに励みます。

グエン ゴック ミー フエンさん
1994年10月24日生まれ　29歳

グエン ティ ゴック チャムさん
1999年１月６日生まれ　25歳
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災
害
時
に
お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
の
こ
つ

シ
ニ
ア
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
講
座

成
蹊
大
学
客
員
教
授
／
Ｉ
Ｔ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
●
高
橋
暁
子

第３回 理事会報告
　４月19日、午後１時30分より第３回定例理事会が

開催され、報告事項11件、決議事項５件が協議され、

原案通り承認されました。

　

【報告事項】

①令和６年度監事監査計画について

②内部監査（経営定期点検）報告について

③組合員状況報告について

④財務状況報告について

⑤小麦乾燥調製貯蔵施設増設工事の入札結果につい

　て

⑥相内10号倉庫低温化改修工事の入札結果について

⑦令和５年産共計玉ねぎ・馬鈴しょの選果販売状況

　について

⑧生乳生産状況及び個体取引価格状況について

⑨令和６年度の生乳取引交渉状況について

⑩週休２日制導入に伴う資材店舗の対応並びに令和

　６年度購買部門連休対応について

⑪令和６年度燃料事業正組合員向け利用促進奨励施

　策について

　

【決議事項】

①出資減口について

②規程類の改正について

③行政庁に対する業務報告書について

④理事報酬の配分について

⑤農業協同組合検査指摘事項に対する改善状況報告

　について

介護予防と「フレイル」について

お問い合わせ：担い手グループ　TEL:24－2145（榎本・辻本）

　

大
地
震
の
よ
う
な
災
害
時
に
は
、
電
話
が

つ
な
が
り
づ
ら
く
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き

で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
使
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
）
な
ら
利
用
で
き
、

安
否
確
認
や
情
報
収
集
な
ど
に
活
用
で
き
ま

す
。
災
害
時
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
る
こ
つ
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
安
否
確
認
用
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
を
作

成
し
よ
う

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か

け
に
生
ま
れ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
す
。
「
既
読
」
機

能
は
、
相
手
が
返
事
を
す
る
余
裕
が
な
く
て

も
、
自
分
が
送
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
む
と

「
既
読
」
の
文
字
が
表
示
さ
れ
る
た
め
相
手

の
安
否
が
分
か
り
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
家
族
や
親
し
い
友
人
間
な
ど

の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
お
く
と
、

日
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
も
、
災
害
時
な
ど
い
ざ
と
い
う
と
き
に
も

活
用
で
き
る
で
し
ょ
う
。

◎
平
時
に
情
報
収
集
の
準
備
を
し
よ
う

　

災
害
時
に
備
え
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
収
集

す
る
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
お
薦
め

は
、
フ
ォ
ロ
ー
・
フ
ォ
ロ
ワ
ー
関
係
を
超
え

て
情
報
収
集
が
で
き
る
Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ
タ

ー
）
で
す
。
普
段
Ｘ
を
使
わ
な
い
人
も
、
災

害
時
用
に
ア
カ
ウ
ン
ト
を
一
つ
作
成
し
て
お

く
と
安
心
で
す
。

　

「
首
相
官
邸
（
災
害
・
危
機
管
理
情

報
）
」
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
生
活
・
防
災
」
「
ウ
ェ
ザ

ー
ニ
ュ
ー
ス
」
な
ど
の
災
害
・
防
災
関
連
ア

カ
ウ
ン
ト
を
フ
ォ
ロ
ー
（
相
手
が
発
信
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
都
度
自
分
の
ペ
ー
ジ
に
表
示

す
る
機
能
）
し
て
お
く
と
、
テ
レ
ビ
な
ど
が

見
ら
れ
な
い
と
き
で
も
災
害
・
防
災
関
連
の

最
新
情
報
を
得
ら
れ
ま
す
。

　

被
災
し
た
場
合
、
自
治
体
で
の
被
害
状
況
、

避
難
所
や
救
援
物
資
情
報
な
ど
も
得
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
平
時
の
う
ち
に
、
居
住
す
る

自
治
体
や
市
区
町
村
長
、
知
事
な
ど
の
ア
カ

ウ
ン
ト
も
フ
ォ
ロ
ー
し
て
お
く
と
い
い
で
し

ょ
う
。
離
れ
て
住
む
家
族
の
居
住
自
治
体
の

ア
カ
ウ
ン
ト
も
フ
ォ
ロ
ー
し
て
お
く
と
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
代
わ
り
に
情
報
を
得
て
伝

え
て
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
情
報
収
集
時
は
デ
マ
に
注
意
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
自
治
体
な
ど
、
信
頼

で
き
る
ア
カ
ウ
ン
ト
が
リ
ポ
ス
ト
（
拡
散
）

し
て
い
る
投
稿
や
、
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
ア

カ
ウ
ン
ト
は
比
較
的
信
頼
で
き
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　記事の内容や介護予防について、疑問や不安に思っていることがございましたら、

下記担当者までお気軽にご相談ください。



1617

Ｂのイラストには、Ａのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を右下のイラストの中の数字でお答え下さい。

出題・イラスト：酒井栄子

応 募 方 法
　答えが解った人は、別紙の応募用紙に答え
（番号）と広報誌へのご意見・ご感想を記入
してＦＡＸでご応募下さい。
　抽選で６名の方に、ＪＡきたみらいの「玉ねぎと
チーズが溶け込んだポークカレー」と「大正金時
と鶏肉のキーマカレー」をプレゼント致します。

広報誌「おひさまサラダ」を当ＪＡのホームページで紹介しています。
右側にあるＱＲコードから閲覧できますので、ぜひご覧下さい。

をホームページで閲覧できます！

 

暖うすぐ春の植え付け作業が始まりお父さん、お母

さん、おばあちゃんが忙しくなります。

みんな、ケガしない様に頑張ってもらいたいです。

かかったり、寒くなったり、

体の調子がくるいますね。

天気に負けず、良い春を

迎えたいですね。

も

　今年も作業が始まりました！皆さんお忙しいとは

思いますが、農作業事故には十分注意して、安全第

一で頑張りましょう！！
　まだまだ気温差が大きく油断大敵です…。作業を一生

懸命やりながらも、毎日体を大切にして、良い春にしま

しょう！

（訓子府地区　浜田　光男さん）

４月号まちがいさがしの当選者
　４月号のまちがいさがしの答えは「１、６、７、９、12」

でした。正解者21名の中から抽選の結果、当選者は次の

方 で々す。

　以上の方々には、ＪＡきたみらいの「玉ねぎ黒酢入

りドレッシング」と「麦まるごとうどん（平打ち）」２袋

をプレゼント致します。

・黒川　耕平さま（訓子府）・坂下　恵子さま（留辺蘂）
・相馬　杏虹さま（訓子府）・松浦　秀子さま（温根湯）
・斉藤　義市さま（相　内）・山崎　達昭さま（温根湯）

（匿名希望さん）
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URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

（令和６年４月14日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

1,601人

5,612人

858戸

118,160百万円

14,530百万円

4,987百万円

✿献立を監修した人✿ 茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ 永井　智一（ながい・ともかず）

アサリとザーサイのピリ辛あえカニ玉 春の野菜あんかけ

・雪が解けて、春らしい陽気を感じられるようになりましたね！明る

　い音楽を聴きながらドライブにでも行きたい気分です♪

・ですが、まだまだ夜との寒暖差は大きく、体調を崩しやすい時期で

　す。環境の変化もあり、心も身体も疲れやすいと思いますので、自

　分を大切に、無理はせず助け合って、安全に作業をお願いします。

　頑張りましょう！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（門脇　唯）

❶ボウルにＢを混ぜ合わせて合わせだれを作

る。

❷さらにＡを入れてあえる。

❸皿に盛り付け、上に糸とうがらしとちぎっ

た韓国のりをちらし出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（２人分）◆
…………100g

……………………………１本分

………………２本分

………大さじ３

………………………………大さじ１

……………………………小さじ２

……………………………小さじ１

…………………………大さじ１

……………………小さじ２

………………………１つまみ

………………………………適宜

……………………………………２枚

　　むきアサリ（湯通しする）

Ａ
　白髪ネギ

　　キュウリ（千切り）

　　ザーサイ（みじん切り）

　　黒酢

　　ごま油

Ｂ
　白ゴマ

　　しょうゆ

　　コチュジャン

　　サンショウ

糸とうがらし

韓国のり
❶カニ玉を作る。ボウルに卵を割り、ほぐしたカ

ニカマを入れ塩で味を調える。フライパンにサ
ラダ油を熱し、強火で箸で混ぜながら半熟ほど
で火を止め皿に盛り付ける。

❷野菜あんを作る。フライパンにＣを入れ、弱火
で香りを出す。Ａを入れて沸騰させ、Ｂを入れ
２分ほど煮込み、水溶き片栗粉でとろみを付け、
ごま油を鍋肌から回し入れる。

❸カニ玉に野菜あんをかけて出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（４人分）◆

………………4個

………4本

…大さじ2

…………1つまみ

●カニ玉

　卵

　カニカマ

　サラダ油

　塩

●野菜あん
　　中華スープ

Ａ　料理酒
　　しょうゆ
　　塩・こしょう
　　ごま油
　　水溶き片栗粉
　　むきアサリ
　　ニンジン（千切り）
　　タケノコ（細切り水煮）
Ｂ　乾燥細切りキクラゲ
　　　　（水で戻しておく）
　　グリーンピース

Ｃ　ショウガ（みじん切り）
　　サラダ油

…………………400ml
………………………大さじ2

……………………大さじ1
………………1つまみ

………………………大さじ1
………………大さじ3

……………………100g
……………1/3本

………50g

………10g
…………20粒ほど

…小さじ1/2
……………………大さじ1


